
 

 

 

 

第 ３ 回 

 

 

熊本県議会 

 

高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

 

平成23年10月３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 中 

 

 

場所 第 ３ 委 員 会 室 



第３回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成23年10月３日) 

 

第３回 熊本県議会高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録 

 

平成23年10月３日(月曜日) 

            午前10時２分開議 

午前11時55分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 １ 高速交通体系に関する件 

 ２ 熊本都市圏交通に関する件 

 ３ 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地

域振興に関する件 

 ４ 付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

 ５ その他 

――――――――――――――― 

出席委員(16人) 

        委 員 長 松 田 三 郎 

        副委員長 小早川 宗 弘 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 小 杉   直 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 堤   泰 宏 

        委  員 氷 室 雄一郎 

        委  員 鎌 田   聡 

        委  員 守 田 憲 史 

        委  員 西   聖 一 

        委  員 早 田 順 一 

        委  員 髙 野 洋 介 

        委  員 髙 木 健 次 

        委  員 増 永 慎一郎 

        委  員 九 谷 高 弘 

欠席議員（なし） 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 企画振興部 

         部 長 坂 本   基 

       総括審議員 

兼交通政策・情報局長 小 林   豊 

      地域振興課長 佐 藤 伸 之 

    地域振興課政策監 

兼新幹線元年戦略推進室長 本 坂   道 

交通対策課長 中 川   誠 

商工観光労働部 

        観光課長  宮 尾 千加子 

    くまもとブランド 

        推進課長 坂 本 孝 広 

 土木部 

部 長 戸 塚 誠 司 

道路整備課長 増 田   厚 

道路保全課長 亀 田 俊 二 

都市計画課長 内 田 一 成 

審議員兼 

鉄道高架推進室長 上 野 晋 也 

 警察本部 

交通部長 中 野 洋 信 

交通規制課長 髙 野 利 文 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課課長補佐 小 林 昌 樹 

     議事課課長補佐 平 田 裕 彦 

――――――――――――――― 

  午前10時２分開会 

○松田三郎委員長 ただいまから第３回高速

交通及び新幹線活用対策特別委員会を開催い

たします。 

 本日の委員会に１名の傍聴申し込みがあり

ましたので、これを許可したいと思います。 

 次に、執行部を代表して、坂本企画振興部

長からあいさつ及び概要説明をお願いいたし

ます。 

 

○坂本企画振興部長 委員会開会に当たりま
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して、執行部を代表して、ごあいさつ及び本

委員会の付託案件の概要について御説明申し

上げます。 

 第１に、高速交通体系に関する件でござい

ます。 

 まず、高規格幹線道路等の道路ネットワー

クの整備につきましては、厳しい道路予算の

状況ではありますが、早期完成が図られるよ

う要望活動などについて積極的に取り組んで

いるところです。 

 次に、航空対策についてです。 

 まず、国内線は、東日本大震災の影響等に

より、熊本－静岡線が運休するなど厳しい状

況が続きましたが、夏以降は利用者数が前年

並みまで回復しつつあります。 

 また、ソウル線につきましても、震災によ

る影響で海外からの利用客が当初激減しまし

たが、ソウル市で大型ビジョンによる熊本の

安全性のＰＲや利用促進に取り組んだことな

どもあり、７月の利用者数は前年を上回るな

ど利用状況は回復しつつあります。引き続き

利用促進対策に取り組み、週５便化の実現を

目指します。 

 第２に、熊本都市圏交通に関する件でござ

います。 

 阿蘇くまもと空港への公共交通によるアク

セスの充実を図るため、ＪＲ肥後大津駅から

空港間を無料で結ぶ空港ライナーの試験運行

を、10月１日から開始したところです。今後

とも交通ネットワークの強化に取り組んでま

いります。 

 第３に、九州新幹線鹿児島ルートを活用し

た地域振興に関する件でございます。 

 まず、九州新幹線の運行状況につきまして

は、東日本大震災の影響はあったものの、博

多－熊本間の利用者数は、５月以降前年同期

と比べまして４割近くの伸びを続けており、

順調に推移しております。 

 次に、九州新幹線を活用した熊本づくりに

つきましては、熊本の魅力を多くの方々に体

感し楽しんでいただけるよう、新幹線元年事

業や「くまもとサプライズ」を、県内各地で

展開しております。特に、今月は、３月に実

施できなかった「くまもとサプライズナイ

ト」を一昨日に熊本城で開催するなど、多く

の県民の方々に参加いただきながら、熊本の

元気を発信したところでございます。 

 今後も、新幹線元年が熊本の夢の実現に向

け大きく飛躍する１年となるよう、また被災

地に元気を送れるよう、県下全域大いに盛り

上げてまいります。 

 次に、九州新幹線を活用した観光振興等に

つきまして、まずＫＡＮＳＡＩ戦略につきま

しては、関西における「くまモン」の人気を

より一層高めるためのプロモーションを継続

するとともに、熊本県産品の売り込みを図っ

てまいります。 

 次に、観光キャンペーンにつきましては、

関西からの旅行者数が大幅に増加するなど、

九州新幹線開業効果が徐々にあらわれている

ところです。引き続きその効果の最大化を図

るため、今月から12月末にかけて、宮崎県、

鹿児島県、全国ＪＲグループとの連携による

「熊本・宮崎・鹿児島デスティネーションキ

ャンペーン」を展開し、全国に向け熊本の魅

力を発信してまいります。 

 以上、各案件につきまして概要を御説明い

たしましたが、詳しくは各課長から説明申し

上げますので、御審議のほど何とぞよろしく

お願いします。 

 

○戸塚土木部長 土木部長の戸塚でございま

す。 

 昨日、土木部職員が逮捕されるような事態

が発生いたしました。法令に従い職務を遂行

すべき県職員が県民の皆様の信頼を損なうこ

とになり、非常に申しわけなくお詫びいたし

ます。 

 今後は、詳細な事実を確認した上で、総務

部と連携して速やかにかつ冷静に対処してま
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いります。 

 

○松田三郎委員長 土木部長のごあいさつの

後で大変言いにくい雰囲気でございます。皆

さんのお手元にモンバイザーですか、これを

お配りしております。今の部長のごあいさつ

がありましていろいろ話題を提供する意味

で、これをかぶって本日の委員会をやりたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 それでは、議題(1)執行部から事業概要の

説明を受け、その後質疑を受けたいと思いま

す。 

 説明に当たっては、可能な限り簡潔にお願

いいたします。 

 それでは、まず増田道路整備課長から順次

説明をお願いいたします。 

 

○増田道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 お手元の資料に基づきまして、前回からの

変更点を中心に説明いたしますので、よろし

くお願いします。 

 それでは、道路路整備課で担当しておりま

す高規格幹線道路等の整備についての前回か

らの変更点２カ所を説明します。 

 まず、３ページからの３)経過のところで

す。 

 ４ページをお願いします。 

 今回、平成23年６月20日から８月31日にか

けまして、東日本大震災に関連した高速道路

無料化の動きを３つ追加記載しております。 

 続きまして、11ページをお願いします。 

 (3)建設促進活動です。前回は年度当初で

もあり、平成23年度の活動がまだ行われてい

なかったため、平成22年度の活動内容を参考

として記載しておりましたが、今回平成23年

度のこれまでの活動実績に修正記載しており

ます。 

 以上、私からの説明でございます。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 お手元の資料の13ページをお願いいたしま

す。 

 まず、航空路線、国内線の状況でございま

す。 

 冒頭、部長のごあいさつにもありましたよ

うに、国内線につきましては、当初、震災の

影響で、利用者数前年よりかなり下回ってお

りましたが、７月以降徐々に回復し、現在は

ほぼ前年並みの数字に回復しているところで

ございます。 

 １枚おめくりください。15ページをお願い

いたします。 

 後段、参考－４で記載しております４月か

ら８月までの国内線の利用状況、対前年比較

でございます。この表の一番右下をごらんに

なられてください。合計の増減率でございま

す。96.6％まで対前年で利用者数回復いたし

ております。 

 １枚おめくりください。16ページでござい

ます。 

 参考－５で、震災以降の旅客数の状況、こ

れを月ごとに記載しております。 

 まず、一番左の３月12日から３月いっぱい

のところ、国内線は前年比75.1％まで低下し

ておりますが、一番右をごらんになられてく

ださい、８月の状況でございます、国内線の

前年比104.5％まで回復いたしております。

これは８月１カ月分の数字でございます。 

 17ページの後段をごらんください。 

 ソウル線の状況でございます。ソウル線に

つきましては国内線よりもかなり数字が低減

いたしておりましたが、ゴールデンウィーク

以降徐々に回復いたしております。 

 １枚おめくりください。19ページの後段で

ございます。 

 参考－３で、ソウル線の各月の利用状況を

記載しております。 
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 まず、４月の状況、対前年比36.7％、搭乗

率34.1％まで数字は低下しておりました。８

月の状況でございます、一番右端でございま

す、前年比90.3％、搭乗率72.9％まで回復い

たしております。 

 １枚おめくりください。21ページの後段で

ございます。 

 台湾線につきましては、今週の６日、旅行

代理店を対象とした台湾旅行セミナー等を開

催するとともに、12月以降、現地研修会等開

催する予定でございます。 

 また、12月の７日から10日まで、県立大津

高校によります修学旅行生徒322名、ジャン

ボ機をチャーターした修学旅行が実現いたし

ます。 

 また、中国線にしましては、中国系の航空

会社――南方航空でございますが、ここにポ

ートセールスを実施しておりまして、定期路

線開設に向けた協議を続けているところでご

ざいます。 

 25ページをおめくりください。 

 後段、阿蘇くまもと空港直轄事業の概要で

ございます。 

 23年度につきましては、総事業費２億9,50

0万余、滑走路の改良、照明工事等を取り組

むところでございます。 

 １枚おめくりください。 

 前回の委員会で、国内線ターミナルビルの

改修計画について御説明いたしました。前回

の説明の際には、24年の９月末ということで

工事の期間を御説明いたしておりましたが、

７月末までに何とか終わるということで報告

を受けております。 

 30ページをお開きください。 

 空港整備でございます。２項で、空港のあ

り方に関する検討会が開催され、７月末に報

告書が取りまとめられております。報告書に

よりますと、平成32年度中を目途に、航空系

事業と非航空系事業の経営一体化を基本とし

て、阿蘇くまもと空港を含む国管理27空港の

経営改革を実現することが目標とされており

ます。県としましては、国の検討状況、具体

的なスケジュールについて情報を収集しつ

つ、今後の対応について検討していきたいと

考えております。 

 34ページをお願いいたします。 

 阿蘇くまもと空港からの空港ライナーにつ

きましては、10月１日から開業いたしており

まして、１日の本数47便、最速12分でつない

でおります。 

 35ページでございます。 

 都市圏内のバス路線の再編につきまして

は、８月下旬に、熊本市においてバス事業者

４社とバス路線の再編プロジェクトを発足

し、具体的に協議を進める場を設けていると

ころでございます。 

 37ページをお願いいたします。 

 公共交通機関の利用促進でございます。例

年９月のバスの日、鉄道の日とタイアップし

まして、交通事業者と一緒になりまして、公

共交通の利用促進を進めているところでござ

いますが、今年度は県内全域の小学生を対象

としまして、地球温暖化への意識を深めても

らうことを目的とした社会実験を行っており

ます。県内の小学生全員にリーフレットを配

布いたして、利用促進の取り組みを図ってい

るところでございます。 

 私の方からは以上でございます。 

 

○内田都市計画課長 都市計画課でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 資料の38ページをお願いいたします。 

 (3)パークアンドライドにつきまして御説

明いたします。 

 表に示しておりますとおり、現在、実証実

験１カ所を含む９カ所においてパークアンド

ライドに取り組んでおり、表の最下段にある

合計の欄に記載のとおり、駐車可能台数は53

7台、契約台数は288台で、稼動率は54％とな

っております。 
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 次に、利用促進に向けた取り組みについて

ですが、１つ目は、県のホームページにおい

てパークアンドライドを実施しています９カ

所の駐車場について、毎月の空き状況を更新

し、県民の皆様に広くＰＲを行っておりま

す。 

 ２つ目は、周知・広報についてですが、街

頭広報やＮＨＫテレビデータ放送及び県政広

報ラジオ番組により、利用促進の働きかけを

行いました。新水前寺地区において、新水前

寺連絡橋やエレベーターの供用開始に合わせ

て、また「バス・電車フェスタinくまもと」

開催時に、チラシや広告入りポケットティッ

シュなどを配布し街頭広報を行いました。委

員の皆様のお手元には、当日配布しましたパ

ークアンドライドの広報入りポケットティッ

シュをお配りしております。 

 資料の39ページをお願いします。 

 普及促進に向けた取り組みとして、ＪＲ宇

土駅駐車場への支援を行っておりまして、今

年度中に20台での暫定運用開始を予定してい

ます。 

 資料の40ページをお願いします。 

 続きまして、交通結節点改善について御説

明いたします。 

 (2)新水前寺駅について御説明いたしま

す。 

 申しわけございませんが、別添資料①をお

願いいたします。別添資料①の２ページをお

願いします。 

 これまで上段のイメージ図に示しておりま

すとおり、本年４月１日に、ＪＲ新駅舎と市

電新電停とを運用開始しました。 

 また、下段のイメージ図に示しております

とおり、７月20日に、ＪＲ新水前寺駅と市電

新水前寺駅前電停とを、新水前寺連絡橋及び

両側の階段で結節しました。 

 １つ戻っていただいて、１ページをお願い

します。 

 ９月22日に、東日本大震災の影響で完成・

供用がおくれていましたエレベーターの供用

を開始し、ＪＲと市電とが新水前寺連絡橋、

両側の階段及びエレベーターにより結節しま

した。 

 次に、同じ別添資料①の３ページをお願い

いたします。 

 熊本都市圏都市交通アクションプログラム

の平成22年度末の進捗状況を御報告いたしま

す。 

 平成22年度末の進捗状況としましては、全

施策・事業から実施検討施策を除く194の施

策・事業のうち、平成22年度までに約６割に

当たる113の施策・事業が目標を達成してお

ります。 

 中段の左側のグラフに、全施策・事業の進

捗状況を示しております。黄色が平成21年度

までの達成状況、赤色が平成22年度の達成状

況でありまして、昨年度は18の施策・事業が

目標を達成しました。その詳細は、次の４ペ

ージに示しております。中期Ａ及び中期Ｂに

位置づけられた施策・事業は、おおむね計画

どおり進捗しております。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 現在、９の施策・事業が未着手となってお

りますが、その理由と今後の予定を記載して

おります。なお、表の中段に記載している高

平麻生田線は、熊本市が平成22年度に事業に

着手しました。 

 ６ページをお願いします。 

 実施検討施策は、実施を前提として検討す

る施策で、実施可能となった段階でアクショ

ンプログラムに追加するものであり、11施策

が対象となっております。現在の取り組み状

況を記載しております。 

 今後、未着手施策・事業につきましては早

期の着手、また実施検討施策につきまして

は、計画の具体化に向けて取り組んでまいり

ます。 

 次の７ページから11ページにかけまして、

平成22年度に完了をしました施策から、施策
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分類ごとに10の施策・事業の整備効果を検討

しております。 

 今後とも、県としましては、アクションプ

ログラムの計画的かつ継続的な実施に向け

て、行政と交通事業者間、熊本市と熊本都市

圏内の市町村間の相互調整を積極的に担って

まいります。 

 説明は以上でございます。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 恐れ入りますが、本資料の方に戻っていた

だいてよございますか。40ページをお願いい

たします。 

 交通結節点の上熊本駅でございます。上熊

本駅につきましては、現在、熊本市において

交通実態調査に着手したところでございま

す。今年度中に、上熊本駅における利用の状

況が明らかになると聞いております。 

 肥後大津駅でございます。先ほど御説明い

たしました空港ライナーの出発点になります

肥後大津駅の南口につきまして、９月末に完

成したところでございます。 

 引き続き、48ページをお願いいたします。 

 九州新幹線鹿児島ルートを活用した地域振

興に関する件でございます。 

 九州新幹線の運行状況についてでございま

すが、48ページ後段、九州新幹線の利用実績

でございます。３月12日の開業から９月11日

までの６カ月間、184日分の数字が発表され

ております。博多－熊本間、開業後６カ月間

で約450万人、熊本－鹿児島中央間で約260万

3,000人、前年同期比博多－熊本間138％、熊

本－鹿児島中央間164％でございます。 

 49ページに各月ごとの前年比が出ておりま

す。８月につきましては、博多－熊本間14

6％、熊本－鹿児島中央間177％でございま

す。 

 49ページの後段には、各駅の乗降客数が出

ております。 

 以上でございます。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 55ページを

お願いしたいと思います。 

 秋の開業記念イベントの概要でございま

す。 

 ３月の開業記念イベントの多くは震災等に

より中止されましたが、それを再スタートし

まして、熊本を元気にし被災地に元気を届け

るため、「くまモン」を前面に打ち出したイ

ベントを開催しております。 

 先ほど部長のごあいさつにもございました

が、一昨日、くまもとサプライズナイトを熊

本城の竹の丸広場で行っております。くまも

とサプライズフィルム、小山薫堂さんがおつ

くりになった完成版の初披露、それから県産

酒・焼酎のＰＲイベントと共催して行いまし

た。すばらしいフィルムができ上がりました

ので、これは今後十分に活用してまいりたい

というふうに考えております。 

 それから、昨日でございますが、２番目、

くまモン体操大集合ということで、熊本城二

の丸公園の催し広場で行いました。なりきり

くまモンコンテストやみんなでくまモン体操

などを行いましたが、目標3,000人に対しま

して約4,000人の方々が御参加いただきまし

て、大いに盛り上がったところでございま

す。 

 それから、３番目でございます。10月10日

にまた、くまモンまつりを行います。これは

熊本駅の森都心プラザ、それから熊本駅の白

川口前広場――東口広場の周辺で行います。

くまモングッズのチャリティバザー、それか

らくまモンフォトアート展、そしてファン感

謝祭を行いたいと考えております。特に、こ

のファン感謝祭につきましては、800人の募

集をしたところ1,200人の応募がございまし

た。締め切っておりますが、その1,200人の

うち約150人が県外からの応募でございまし

て、「くまモン」の県外への人気の高さもな
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かなかのものというふうに考えておるところ

でございます。 

 56ページをお願いしたいと思います。 

 戦略３の横軸アクセスの改善・強化でござ

います。熊本駅から三角駅までの「Ａ列車で

行こう」が、10月８日から週末を中心に運行

開始されます。三角港から本渡港を結びまし

て、天草宝島ラインと接続して運行されると

いうことになっております。 

 それから、11月の21、22日に、高森町ほか

で第10回全国グリーン・ツーリズムネットワ

ークの熊本阿蘇大会が開催されます。 

 ④番目、総合的な情報発信としまして、新

幹線元年事業イベントガイドブックの制作・

配布を実施しております。 

 それから10月１日に、くまモンオフィシャ

ルサイトの全面リニューアルを行ったところ

でございます。 

 最後に、くまもとサプライズの展開でござ

いますが、「くまモン」の派遣に関しまして

は多くの皆さんから御要望を寄せられており

まして、４月から８月までに401カ所、大体

１カ月当たり50カ所、ＰＲ対象人数が44万人

ということでございます。 

 それから、ロゴ、キャラクターの使用につ

きましても、４月から８月末までで許可した

件数が728件、累計で1,300件を超えたところ

でございます。まだまだ「くまモン」人気は

高いものというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

○坂本くまもとブランド推進課長 くまもと

ブランド推進課でございます。 

 まずもって、モンバイザーの着用をお許し

いただきましてありがとうございました。 

 説明につきましては、57ページ、58ページ

ですが、別添資料③をお配りしておりますの

で、そちらの方で御説明をさせていただきた

いと思います。よろしいでしょうか。 

 広島でのくまもとプロモーションと関西で

のくまモン活用プロモーションということで

お配りをしております。 

 資料③の１ページをおめくりいただきます

と、まず、広島でのくまもとプロモーション

という形でやらせていただきます。 

 ＫＡＮＳＡＩ戦略は、関西地域から以西と

いうことで考えておりまして、中国地区も対

象となってございます。それで、特に広島ま

では熊本から直通で１時間37分ということで

行けるようになっておりますので、以前の在

来特急で行きますと、博多まで行く時間にプ

ラス10分程度ぐらいで行けるということもご

ざいますので、広島からの来訪者はかなり多

い状況でございます。かなりお金も使ってい

ただくという情報もいただいております。 

 それで、プロモーションといたしまして何

をやるかといいますと、広島カープを活用し

たプロモーションをやってまいりたいという

ふうに考えております。広島カープの岱明出

身であります前田智徳選手を活用したテレビ

ＣＭをつくりたいと思っております。 

 前田選手は御承知のとおり、野球の求道者

的な意味合いも強く、広島一筋で質実剛健

な、まあ武士道に通じるようなタイプの選手

でございまして、広島カープで大変人気がご

ざいます。そういうものを媒体としながらＣ

Ｍを作成し、11月23日には、広島カープのフ

ァン感謝デー等で、熊本の売り込みをやって

まいりたいというふうに考えております。 

 それと、先ほど直通で１時間37分というこ

とで御説明をさせていただきましたが、マツ

ダスタジアムに看板を既に設置をしておりま

す。これはシーズンを通して設置をさせてい

ただいております。 

 次が、「食」の魅力を広島のイベント等で

も発信をしてまいりたいということで考えて

おりまして、９月12日から14日まで、広島駅

前での観光物産展を皮切りといたしまして、

10月21日に、くまもとの食の情報番組を流し

たいと思っております。10月29、30で、広島

 - 7 -



第３回 熊本県議会 高速交通及び新幹線活用対策特別委員会会議記録（平成23年10月３日) 

フードフェスティバル等を実施させていただ

きたいというふうに考えております。 

 それとあわせまして、「くまモンを見たモ

ン！」キャンペーンin広島ということで、関

西でいろいろ出没等をやらせていただいて、

「くまモン」の人気をかなり向上させていた

だきましたけども、広島でも同様の展開をさ

せていただきたいと。 

 広島電鉄に「くまモン」ポスターを掲出さ

せていただいて、できるだけ多くの方々に熊

本の認知度を上げてまいりたいというふうに

考えております。 

 この事業につきましては、現在観光課で行

っております熊本・宮崎・鹿児島デスティネ

ーションキャンペーンが10月から実施をされ

ておりますので、これとタイアップをする形

で広島展開をやってまいりたいというふうに

考えております。 

 次のページでございます。 

 関西でのくまモン活用プロモーションでご

ざいますが、「くまモン」の認識は、前回委

員会で御説明させていただきましたとおり、

大阪地区においては41％という認知度を誇っ

ておりまして、かなり高いものがございま

す。それで、今年度はその認知度を活用して

さらに深みを増してまいりたいということで

考えておりまして、９月の30日に、知事の方

から「くまモン」に対して辞令交付を行った

ところでございます。 

 一つは、ちょっと順番が逆で申しわけござ

いませんが、「くまモン」を営業部長とし

て、今までどちらかというと、知ってもらう

活動を主にやってまいりましたけども、そこ

を実をとるということで、食を売り込むため

の営業部長として会社訪問をさせていただく

という形をとらせていただいて、熊本の食材

の売り込みをやってまいりたい。最低でも、

10社程度以上のところに訪問を仕掛けまし

て、できるだけ契約、成約まで結び着くよう

な形の展開をしてまいりたいというふうに考

えております。 

 先生方に、このモンバイザーのほかに、名

刺をお配りさせていただいているかと思いま

すけれども、こういう名刺を36種類の３万枚

つくっております。これを持って営業活動を

やらせていただきたいというふうに考えてお

ります。 

 お手元に、３枚程度それぞれありますが、

それはほんの一部でございます。御参考まで

に見ていただければというふうに考えており

ます。そういうものを持ちながら会社を訪問

してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 もう一つのミッションがミリオンプロジェ

クトでございまして、昨年１万枚の名刺を、

とにかく「くまモン」を知っていただくとい

うことを主眼として、名刺を１万枚配るとい

うことがミッションでございまして、それは

どうにか完遂することができまして、かなり

のものが出てきているのかなと考えておりま

すが、それにさらに深みを増して「くまモ

ン」ファンをふやすと、「くまモン」に触れ

合っていただく、「くまモン」になり切って

いただく、そういうものをやりまして、目指

せ100万人ということでやってまいりたいと

いうことで、ミリオンプロジェクトをやらせ

ていただきたい。「くまモン」には、このミ

リオンプロジェクトのリーダーという形の辞

令も今回知事の方からおりております。 

 これで何をやるかといいますと、ウェブで

ということで一番上に書いてございますが、

みんなで「くまモン」の写真を投稿とか、例

えばきのう元年戦略室の方でやっていただい

ておりますけども、「なりきりくまモン」と

いうことで、自分が「くまモン」だとか、弁

当に「くまモン」をつくるとか、自分でグッ

ズをつくるとか、そういうものをウェブサイ

トに投稿をしていただいて「くまモン」に関

心を持っていただこうと。 

 私どもから仕掛けといたしまして、「くま
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モン」のパーツをダウンロードできるような

形をとらせていただきたいというふうに考え

ております。赤いほっぺたとか口だとか、そ

ういうものをダウンロードして、自分の顔に

かぶせてウェブサイトに投稿できるというよ

うなシステムを考えてまいりたいというふう

に考えております。 

 それと、２点目でございますが、大阪駅で

顔を認識するようなカメラを設置いたしまし

て、そこを通行する方の「くまモン」の顔の

ところにそれをべたっとかぶせるようなもの

を、「なりきりくまモン」システムという形

のものをつくりまして、そういう形でＰＲを

やってまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 もう一つにつきましては、イベント等で、

「くまモン」の出張先とかで「くまモン」に

大変身していただくということで、ここに掲

げておりますモンバイザーを配布するとか、

そういうものをやって、できるだけ「くまモ

ン」に親しみを持っていただきたいというふ

うに考えております。 

 次のところに、「勝手に大阪盛り上げ隊」

ということで書かせていただいております

が、今まではどちらかというと、「くまモ

ン」が知っていただくために勝手に出張って

いってやっておりました。今後は、できるだ

けそういう形で親しみを持たれた「くまモ

ン」を呼んでいただきますと、行ってその場

を盛り上げるような役目を、今度は恩返しと

いう意味も含めましてやってまいりたいとい

うことで、「勝手に大阪盛り上げ隊」という

形でやってまいりたいというふうに考えてお

ります。それとあわせまして、新名刺を３万

枚配布させていただきたいというふうに考え

ております。 

 一番下のところに、「くまもとグルメキャ

ラバン」ということでやっておりますが、８

月20日から実施をしておりまして、車をラッ

ピングさせていただきまして、そのラッピン

グカーを走らせながら、イベントやスポーツ

会場等で、くまもとグルメ等の販売をさせて

いただいて、熊本の食のＰＲに努めていると

いうようなこともやっております。 

 説明は以上でございます。 

 

○宮尾観光課長 観光課でございます。 

 本資料の59ページをお願いいたします。 

 新幹線開業に伴う観光キャンペーンの展開

でございます。東北大震災の影響による観光

客減を最小化にするために、地域と連携をい

たしまして、まず中ほどでございますけれど

も、夏の観光キャンペーンを行いました。

「だって夏だモン！カモン！くまもと！」で

ございます。これはいわゆる夏休みというこ

ともありまして、九州内の家族層をターゲッ

トに行いました。 

 内容的には、天草のサンドアートフェステ

ィバル、阿蘇湧水めぐり、人吉球磨カッパ捜

索隊、日奈久温泉縁日等でございます。その

ほか県内４地域の御当地カレーの開発・販売

等を行いまして、それらをキャンペーンサイ

トあるいはキャンペーンパンフ６万部、雑

誌・テレビ等の情報発信をつけまして、59ペ

ージ下の方から60ページ、次のページで恐縮

ですけども、上段あたりのさまざまな博多を

中心とした情報発信を行ってまいりました。 

 それから、60ページの下段をお願いいたし

ます。 

 ＪＲ西日本と南九州３県とのタイアップキ

ャンペーンでございます。「夏旅九州“熊

本・宮崎・鹿児島”」ということで、これは

８月の１カ月間でございますが、デスティネ

ーションキャンペーンのプレと位置づけまし

て、関西からのお客様方に来ていただくよう

なキャンペーンを行いました。 

 61ページをお願いいたします。 

 先ほど部長の説明にもございましたけど

も、熊本・宮崎・鹿児島デスティネーション

キャンペーン「のんびり過ごす極上の旅“熊
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本・宮崎・鹿児島”」が10月１日から始まり

ました。これはいわゆる全国ＪＲ６社と連携

をいたしまして、全国規模の大きなキャンペ

ーンということになります。キャンペーンガ

イドブックが52万部だったり、全国のＪＲの

主要駅にポスターを張ったり、各雑誌・テレ

ビ・ＣＭ等で南九州を売ってまいります。 

 この中で、ちょうど61ページ真ん中ほどで

ございますけれども、キャンペーン史上初め

てのオープニングイベントを熊本城で開催い

たします。これが「極城の祭典」で、今週

末、８、９、10の３連休になります。 

 主な内容といたしましては、恐縮ですが、

お手元に別添の「極城の祭典」という、こう

いうリーフレットをお配りしておりますの

で、そちらの方がわかりやすいかと思います

ので、そちらをごらんいただければと思いま

す。 

 内容的には、記念式典のほかに「南九州書

道ガールズの熱い競演！」ということで、書

道ガールズのパフォーマンス、それと「三県

祭と郷土芸能の祭典」、それから今ときどき

新聞にも出てきておりますけれども、ギネス

世界記録に挑戦しております3,000人の和太

鼓競演ということで、これは九州を中心に15

0チームの皆様方が登録いただきまして、熊

本から元気を東北に発信しようというような

ものがございます。それと「三県グルメパビ

リオン」ということで、さまざまな催しをや

っていきたいと思っております。 

 盛りだくさんで、ちょうど「みずあかり」

が開催されておるときでございますけれど

も、熊本にお越しになった皆様方がリピータ

ーになっていただくように、関係者一同しっ

かりとやっていきたいと思っております。 

 本資料に戻っていただきまして、62ページ

をお願いいたします。 

 おもてなしの取り組みでございます。これ

は地道なんですけども、ある意味、本当に大

事な部分でエンドレスでやっていきたいと思

っております。おもてなし団体に対しての支

援をさせていただいておりますけれども、第

１期――前期も72件の応募がありまして、そ

のうち40件を支援事業としてお手伝いさせて

いただいております。また、後期もしっかり

と応援していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

 

○中川交通政策課長 九州新幹線全線開業後

の効果等について御説明いたします。 

 恐れ入りますが、お手持ちの別添資料②を

ごらんになられてください。 

 九州新幹線全線開業後の旅客流動につきま

して推計をいたしております。 

 まず、１ページ目は、関西地方と熊本県、

下段が鹿児島県でございますが、開業後３月

12日から７月31日までの４カ月半、142日間

のデータにつきまして集計して比較いたして

おります。 

 まず、上段、関西地方と熊本県の状況でご

ざいます。新幹線開業前は、ＪＲの利用が11

万1,000人、航空機の利用が23万6,000人で、

およそ７対３の比率で旅客流動がありました

が、開業後につきましては、ＪＲが24万7,00

0人、航空機が20万4,000人、およそ半々の数

字に分担率が変化いたしております。新幹線

開業後につきましては、トータルで10万3,00

0人の増加、前年同期比29％の増でございま

す。 

 後段、鹿児島県でございます。ＪＲにつき

ましては、開業前５万人、航空機36万8,000

人ということでおよそ８対１の割合でござい

ましたが、新幹線開業後につきましては、Ｊ

Ｒが17万5,000人、航空機が32万3,000人――

ここで申しわけございません、航空機の数字

32万3,000人の下に分担率「45％」と書いて

おりますが、これは「62％」の誤りでござい

ます。鹿児島県においては、ＪＲと航空機の

割合が６対３に変化しております。開業後７

万8,000人の増加、前年同期比17％増という
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ことでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 同じように、中国地方との旅客流動を比較

しております。 

 まず、上段、中国地方と熊本県との間のＪ

Ｒの利用。開業前６万4,000人が開業後11万

4,000人、5万人の増加で、同期比78％の増と

なっております。一方、鹿児島県は、開業前

４万3,000人から18万2,000人と13万9,000人

増加しております。 

 ２ページの後段でございます。 

 ただいまの関西地方と中国地方の新幹線利

用者、ＪＲの分だけ合わせた数字でございま

す。熊本県につきましては、関西地方の24万

7,000人、中国地方の11万4,000人を合わせま

して合計36万1,000人。鹿児島県につきまし

ては、関西地方17万5,000人と中国地方18万

2,000人を合わせまして、合計35万7,000人と

いうことになっております。 

 ３ページをお開きください。 

 福岡県との旅客流動でございます。 

 まず、上段、福岡県と熊本県の間の流動で

ございます。新幹線開業前は、ＪＲの利用が

71万2,000人、その他、これは高速バスが主

でございますが19万8,000人、開業後につき

ましては、ＪＲが98万3,000人、その他21万

ということで、開業後28万3,000人の増加、

前年同期比31％の増でございます。 

 後段、鹿児島県と福岡県の間でございま

す。開業前、ＪＲが52万5,000人、その他12

万3,000人、開業後につきましては、ＪＲ86

万1,000人、その他13万2,000人、新幹線開業

に伴いまして34万5,000人の増加、前年同期

比53％増でございます。 

 私の方から以上でございます。 

 

○宮尾観光課長 観光課でございます。 

 引き続きまして、観光動向調査ということ

で、８月に新幹線の影響を調査しております

ので、その御説明をさせていただきます。 

 今の続きで、４ページをお願いいたしま

す。 

 これは、調査期間としては８月の２日から

16日ということで、県内の主要41ホテル・旅

館にアンケートの調査用紙の設置及び回収の

お願いをいたしました。そして、宿泊者によ

るアンケートの結果ということでございま

す。41社中32社に御協力をいただきました。 

 調査項目は、「どこからお見えになりまし

たか」という居住地、それから②番目、「熊

本県以外に、どこにおいでになりますか」

と、それから滞在期間、交通手段、訪問目的

の５点をお尋ねしております。サンプル数と

しては1,213人から回答をいただいておりま

す。 

 アンケート調査結果でございますが、まず

居住地、「どこからお見えになりましたか」

ということでは、やはり九州地方というのが

約５割を占めております。その中でも福岡が

18.1％ということで一番多いという順序にな

っております。それから熊本県、鹿児島県の

順序でございます。九州以外では、関東が23

6人の19.5％、関西が163人で13.4％、中国地

方が6.6％という順序でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 「熊本県以外に、どんなところに行かれま

すか」という問いでは、これは関東、関西と

もほぼ同じような傾向でございましたけれど

も、熊本のほかに大分、福岡、鹿児島といっ

たところが多い傾向が示されておりました。

これは複数回答でございます。 

 それから③番目、滞在期間は、宿泊施設で

ございますので、大抵１泊というのは当然あ

るわけですけども、熊本の滞在期間は１泊と

いうのが36.9％。ただし、２泊以上というの

も60％以上ということで、予想以上に連泊の

傾向がございました。 

 それから、滞在期間を居住地別に見ます

と、九州内からは１泊というのがやはり多い

んですけれども、関西・関東からの宿泊者に
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つきましては２泊というのが最も多く、３

泊、４泊以上ということも、関西では28.

2％、関東では36.0％という一定の高さを示

しております。 

 ６ページをお願いします。 

 「どういう交通手段でお見えになりました

か」という、これも複数回答でございますけ

れども、自家用車が約５割、これはやはり九

州内からが半分でございますのでその方たち

のことだと思います。ただ、次いでは九州新

幹線が308人、航空機が247人という高い順序

になっております。 

 それを、下の方でございますけれども、居

住地別に見ますと、交通手段、居住地別に見

ますと、関西からの宿泊者の163人のうち、

九州新幹線でお見えになった方は92人という

ことで、また関東からのお客様、宿泊者236

人のうち九州新幹線は67人で、航空機が165

人ということで、関西からは新幹線、関東か

らは航空機利用という傾向が見られるかと思

います。 

 それから⑤番目で訪問目的ですが、これは

調査したのがちょうど夏休みのお盆の期間と

いうこともございましたので、観光が８割と

いう非常に高い数字でございました。その他

の意見の中では里帰りというのもございまし

た。 

 次のページ、７ページをお願いします。 

 今御説明申し上げておりましたのはホテ

ル・旅館でございましたが、今度は観光施設

版ということで、県内の主な４つの施設、多

い方から県内の代表する熊本城、阿蘇ファー

ムランド、青井阿蘇神社、三井グリーンラン

ドという、この県内の４つの施設の聞き取り

調査を同様な内容でやらせていただきまし

た。サンプルは586人ということでございま

す。 

 まず、「どちらからお見えになりました

か」という居住地でございますけども、九州

はやはり63.4％と一番高いんですけども、そ

の中で福岡県が20.5％で最多でございます。

これは宿泊の動向とほぼ同じような傾向でご

ざいます。九州外では関東が14％、関西が9.

6％という順序でございました。 

 それから、８ページの熊本県以外の訪問予

定地ということでございますが、これは熊本

県のみという方が401人と圧倒的に多かった

んですが、熊本県のほかには福岡県、大分

県、鹿児島県といった県が訪問予定地という

ことで出てきております。 

 滞在期間につきましては、１泊が約46.4％

とほぼ半数以上です。次いで、２泊が34.5％

という傾向でございました。 

 ９ページをお願いします。 

 これは報道資料で既に発表させていただい

たものでございますけれども、６月から８

月、これは私どもが各旅館・ホテルにアンケ

ートを送りまして、そこから書いていただい

たというものでございます。40社中30社に御

協力をいただきまして御回答いただきまし

た。 

 新聞等で既に報道されているところではご

ざいますが、上の方、６月から８月の合計を

見ていただいた方がいいかと思いますけど

も、国内客は109.14％、９％強の増、海外は

89.50になっておりますので約10％の減とい

うことで、全体は一番下のところでございま

すこれは106.26％ということで、6.26％増加

ということになっております。 

 夏休み期間ということもございますけど

も、ちょうどその表の真ん中あたりでござい

ますけども、うち関西以西からということで

151.53％ということで、50％以上の伸びを示

しております。新幹線開業効果もあらわれて

きているということとともに、海外客につき

ましても、東日本大震災による落ち込みもま

だまだ厳しい状況ではございますけども、少

しずつ回復してきているかなというふうに思

っております。 

 以上でございます。 
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○松田三郎委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたので、質疑に入りたいと思い

ます。質疑は何かございませんか。 

 

○村上寅美委員 ２点尋ねます。 

 21ページの国際チャーター便のところ。中

華航空や台湾観光協会、旅行業者との協議と

いうことで、定期便の実現ということを書い

てあるけど、県内高校の校長会や保護者会に

働きかけということになっておりますけど、

この下に目的で「新規国際線の導入」という

ことが、これは台湾と中国のことを目指して

いるということですか。これであれば絞り込

んで、例えばここでは校長会という名前は出

ている、これは僕もよう知っているけど、や

っぱり商工会議所、経済界とか、ほかの団体

の動きはないの。 

 

○中川交通政策課長 今台湾線についてお尋

ねでございます。先ほど県立大津高校…… 

 

○村上寅美委員 台湾と中国たいね。 

 

○中川交通政策課長 まず、台湾線につきま

しては、県立大津高校の修学旅行につきまし

て御説明いたしました。12月７日から10日ま

で、320名でジャンボ機をチャーターしてお

りますが、まだ座席に余裕がございますの

で、今大津高校の校長先生との間で、そのあ

いている座席を利用しまして、県内の経済団

体の方、ロータリークラブの方などと話をさ

れているようですけども、一緒にジョイント

してミッションはできないかという話を今し

ているところでございます。 

 

○村上寅美委員 話をされているようですと

今言っただろう。県の方で積極的に対応して

やらないと、大津高校が言ったからそれは特

別の関係があれば別だけど、県としての施策

の一環として、ボールを投げてお願いすると

いうこととは全然インパクトが違うから、そ

の辺を是非やってもらいたい。中国も一緒で

す。ぜひこれは実現したい。 

 くどいようだけど、宮崎に直行便が出てお

るということは、これは宮崎の東国原さんを

中心にトップ営業と、それから熱意ですよ、

熊本を差しおいて宮崎ということは。観光議

連としても、これは宮崎にも鹿児島にも協調

性をとっていこうということで申し合わせが

できているから、ぜひそういうところで、県

がインパクトをとって下におろすと、そうす

ると県から言われたということで動きが全然

違うと思うから、この辺を両国に対してやっ

てください。それが１点。 

 それから、土木の方で連続立交に対して、

豊肥線の石仏ですね、これに非常に強い地元

の要望があるというのと、やっぱり駅周辺と

いうならば、あれは上げないと意味がないと

思うんです。その辺をどういうふうに考えて

おりますか、課長。 

 

○内田都市計画課長 石仏地区につきまして

は、今村上委員の方からお話ございましたけ

れども、昨年度から、地元並びに先生たちか

ら熱心に要望を伺っております。石仏地区に

つきましては、今豊肥線が平面踏切でござい

まして、道路が市道でございますけれども非

常に渋滞もしておるということでございます

ので、熊本市と連携をいたしまして、鉄道を

上げる方向と道路を上げる２通りの渋滞対策

がございますけども、さっき申しました熊本

市と連携しまして、検討をしていきたいとい

うふうに思っております。 

 

○村上寅美委員 あと要望しとくから、県だ

市だということでそれがうやむやにならぬよ

うに、しっかりしたスタンスでやってくださ

い。 

 済みません、自分ばかり。観光課長に、２
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ページの鹿児島との比較ですね。今副委員長

ともちょっと話したんだけど、新幹線開業後

のＪＲの問題で、熊本県は78％の増ですね。 

 

○松田三郎委員長 資料②の２ページです

ね。 

 

○村上寅美委員 そうです。資料②の２ペー

ジ。すると、鹿児島は323％の増と、この辺

をどう見ますか。今後の対応として、これは

ちょっと異常だなという気がする。 

 

○松田三郎委員長 これはどうですか、課長

はこっちの資料じゃ……。 

 

○村上寅美委員 これは現実だから、これに

対しての対策というか、これは出たわけだ

よ。今後やっぱり何か考えないかぬというこ

とがあると思うんです。 

 

○宮尾観光課長 御指名でございますので、

観光でどうとらえるかというところで……。

この点につきましては、終着駅効果というこ

ともありまして、大きく鹿児島の方が伸びて

いるなというところは、率直に受けとめたい

と思っております。 

 ただ、私どもとしましては、本当にこれか

らが勝負だと思っておりますので、中長期的

にお客様方がダウンしないように、この新幹

線開業効果を持続させるように、引き続き頑

張っていきたいと思っております。 

 

○村上寅美委員 みんなで考えましょう、み

んなでね。 

 以上です。 

 

○松田三郎委員長 ほかにありませんか。 

 

○鎌田聡委員 済みません。今の関連でまた

お尋ねですけども、関西との旅客流動だとか

中国地方との旅客流動、鹿児島とずっと比較

してありますが、これはどっちなんですか、

熊本から出ていった人数、向こうから来た割

合というのはどうなんですか。 

 

○中川交通政策課長 まず、資料の１ページ

をごらんになられてください。旅客流動は、

これは関西地方と熊本県と書いております

が、行き帰り両方でございます。合わせたと

ころでございます。 

 

○鎌田聡委員 だから、向こうから来ている

のが、鹿児島の方が多いという見方でもない

ということでしょう。鹿児島から行っている

のも含まれて利用している客の数ということ

であって、鹿児島と熊本を見て、誘客が負け

ているというふうなところで判断できるんで

すか。 

 

○中川交通政策課長 今１ページの熊本県と

鹿児島県の比較で、開業後で熊本県の方が10

万3,000人の増加、鹿児島県の方が７万8,000

人増加ということでございまして、この数

字、これは７月31日までですけれども、この

数字を見る限り、私の方は特に誘客で負けて

いるというふうには思っておりません。これ

は一応数字的には行ったり来たりの数字です

けども、大体聞きますと、真ん中で割って、

行った者は帰ってくるからということで、両

方同じぐらいの割合と聞いております。 

 

○鎌田聡委員 実際、関西とか中国から来ら

れたか、行ったかという割合は見えないんで

すね。 

 

○中川交通政策課長 申しわけございませ

ん。この数字ではそこまでは見えておりませ

ん。航空機を例にお話ししますと、一応事業

者の方にもどんな割合かインとアウトはと確

認しましたが、インとアウト、大阪と熊本の
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間はおおよそ同じぐらいの数字だということ

を聞いております。ＪＲについては、そこま

ではまだ今の時点では数字が見えておりませ

ん。 

 

○鎌田聡委員 そこまで踏まえた上で実際い

ろいろ頑張らなきゃいけませんけども、イン

とアウトがどうなのかというところも、もう

少し突っ込んだ上での分析とその後の対策と

いうのが必要になってくると思いますので、

ぜひその辺も教えていただきたいと思いま

す。 

 もう１点よかですか。 

 

○松田三郎委員長 内訳というのは、県が独

自に調査したデータでなら別ですけれども、

事業所にお願いしてデータを提供していただ

くという項目についてはとっておりませんと

言われたら、それ以上のことはデータとして

分析しにくいという前提と現状はあろうかと

思います。 

引き続きどうぞ。 

 

○鎌田聡委員 よろしいですか。済みませ

ん、ちょっと話は変わりますが、パークアン

ドライド、38ページですね。それぞれ８カ所

で利用台数の濃淡はありますけれども、今後

また新たなところも含めてやっていくという

ような話でございましたが、今やっていると

ころで、特にゆめタウン光の森ですね、これ

は100％、100台ということですけれども、こ

れをこれ以上ふやすとかいう発想はないんで

すか。 

 それと、また希望者がこれ以上多分いらっ

しゃるんじゃないかなと思いますけれども、

そういった取り組みはないのかなと思いまし

てお尋ねです。 

 

○内田都市計画課長 ゆめタウン光の森は、

時期的に100％のときと100％にいかないとき

もございますが、今委員御指摘のとおり、こ

こに駐車したくてもできない方もおられると

思います。そういうことで、実は昨年ゆめタ

ウン光の森に私ども伺いまして、これ以上ふ

やせないのかというふうなお話を申し上げま

した。できれば是非ふやしてもらいたいとい

うお話を申し上げましたが、向こうからの回

答といたしましては、駐車場を用意せにゃい

かぬ、ゆめタウン光の森は来客が非常に多く

て、車を止める人がいっぱいいるんだという

ことで、現時点ではふやせない状況にありま

すという回答でございました。 

 しかしながら、私どもとしては、パークア

ンドライドを是非広めていきたいということ

もございますので、引き続き拡大につきまし

ては要望してまいりたいというふうに考えて

おります。 

 

○鎌田聡委員 よろしいですか。いろいろな

事情もあるかと思いますが、これだけ100％

が続いておりますので、そういった要望をぜ

ひ続けていただいて、効果あるところはどん

どんそのように、そのためのパークアンドラ

イドのある程度の実験というか、そういった

ものも踏まえた上でどう対策を打っていくの

かが必要になってくると思いますので、よろ

しくお願いいたしたいと思います。 

 あわせまして、特に熊本市の東部方面の自

動車をカットするというところがないので、

西部は西部車庫がありますけども、東部から

の車というのは非常に多い、そういうふうな

渋滞もあっていますので、そこの対策をぜひ

講じていただきたいと思いますけれども、何

かお考えはございますか。 

 

○内田都市計画課長 今委員御指摘のとお

り、38ページのパークアンドライドは、どち

らかというと南北方面が非常に多いというこ

とで、東の方からということで、第２空港線

にあれば私どももちろんいいというふうに思
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っておりまして、引き続きバス事業者等と調

整してまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 ただ、１点だけ御報告しておきます。先ほ

どの別添資料の①の６ページ、実施検討施策

の取組状況(11施策)と書いているところがご

ざいます。この中の198番、公共交通のとこ

ろに記載してございますけども、今年度バス

事業者におきまして、11月の運用開始を目指

して、インター周辺で駐車場を整備予定とい

うふうに伺っております。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 よろしいですか。その取り組

みはぜひ実現に向けてお願いをしたいと思い

ますが、あわせまして、今の資料の201番で

すか、長嶺方面のパークアンドライドは未検

討と書いておりますので、検討もしていない

のかなと思いますけど、ぜひこの辺の検討を

やっていないと思いますので、やっていただ

いた上で、こちらからでも自動車交通量をカ

ットできればなと思いますが、その辺いかが

ですか。 

 

○内田都市計画課長 長嶺方面におきまして

は、当初、免許センター跡地にはできないか

ということで考えておりましたですけれど

も、あすこができないということで、今後ま

た長嶺方面につきましても引き続き検討をし

ていきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

 

○鎌田聡委員 よろしくお願いします。 

 

○氷室雄一郎委員 何ページですかね、新幹

線開業効果、さまざまな濃淡がありまして、

非常にわかりにくい面もございますけれど

も、具体的に私の方から２つだけ。 

 49ページでございますけども、新玉名駅は

別として、新八代駅と新水俣駅については数

字が出ていますけども、まあ旅行とか関係な

くて、にぎわいが見えているのか、前年比と

いいますか、そのデータはありませんか。新

幹線開業後にこの辺はどう――新玉名駅は資

料がないと思うんですが、ここは少しにぎわ

ったのかどうかということを、前のデータか

なんかありますか。それが１つです。 

 もう一つは、56ページですけども、特に阿

蘇関係は４月から縦断コースの新設、また高

森駅の方はこれも４月からコースが新設され

る。また、八代めぐり観光バス、これも運行

は４月の８日から開催される。この辺の状況

がちょっとデータ的にわかれば、ある程度効

果があらわれているのかどうか、その２件だ

けちょっとお願いします。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 新八代と新水俣の部分開業時点との比較で

ございます。 

 

○氷室雄一郎委員 前の年でも、大体この時

期のデータだけちょっとわかりますか。実際

ふえているのか、横ばいなのかということを

……。 

 

○中川交通政策課長 平成20年度の数字ござ

います、１日当たり新八代が約500人、新水

俣が約900人でございますので、新水俣、新

八代ともに全線開業後大きく数字が伸びてい

ると思っております。 

 

○氷室雄一郎委員 それはいつの、１カ月…

… 

 

○中川交通政策課長 １日当たりでございま

す。 

 

○氷室雄一郎委員 １日当たり。新八代駅は

かなりふえているわけですね。４倍ふえてお
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りますか。その辺の効果としては各地域でか

なり濃淡がありますけども、熊本駅はもちろ

んわかるんですが、両駅は実際効果があらわ

れているんだろう、宿泊とかは別にして、と

にかく利用した数でいけば……。資料はあり

ませんか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 22年の新水俣が、１日当たり750名でござ

います。ただいま本資料の49ページ、７月で

新水俣1,000人でございますので、１日当た

り新水俣は250人伸びているところでござい

ます。新八代につきましては、平成22年、１

日当たり1,550名ということでございますの

で、７月で比較しますと１日当たり約300人

伸びておるということです。 

 

○氷室雄一郎委員 あと、２点目の方はどう

ですか。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 阿蘇南登山

線の縦断コースとそれから同じ横断コースと

ございますが、６月20日現在これはちょっと

古い数字ではございますが、南登山線の縦断

コースで１日当たり２往復で、１日当たり大

体1.08人ということでございます。それから

横断コースでございますと１日２往復４便で

ございますが、同じく６月20日現在で、１日

当たり0.53人という数字になっております。 

 

○松田三郎委員長 いいですか。 

 

○氷室雄一郎委員 はい。 

 

○増永慎一郎委員 済みません、「くまモ

ン」についてお伺いをします。 

 56ページの⑤番、２つ目の丸のところなん

ですけど、民間事業者等が販売を目的に制作

する商品等についても認めているということ

で、認めていらっしゃる許可件数が728件と

いうことで、どういう基準で評価をされてい

るのかをちょっと教えていただきたいと思い

ます。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 新幹線元年

戦略推進室でございます。 

 許可基準でございますが、基本的には出さ

れたものについて、「くまモン」の例えば印

象を害さないとか、そういう特別なもの以外

は基本的には認めておるところでございま

す。ただし、食品等に関しましては、熊本県

の食品を売り出す意味からも、基本的には熊

本県で生産されたものについては県外で売っ

ても構わないし、ただし県外で生産されたも

のについては、特殊なものを除き県内販売す

るものに認めるとか、そういうふうな形でや

っておるところでございます。 

 

○増永慎一郎委員 その場合に、実際に使わ

れる絵柄、図柄とかを確認はされているんで

すか。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 例えばでご

ざいますが、その「くまモン」が熊本県のキ

ャラクターでございますので、熊本県全体を

売る、例えば熊本県の晩白柚を置くとか、そ

ういうものにつきましてはオーケーしており

ます。ただし、その商品が、「くまモン」の

ここに例えば商店の名前を書いてあるとか、

そういうものにつきましては基本的には認め

ていない、あくまで熊本県の公的なキャラク

ターということを基本に選考しておるところ

でございます。 

 

○増永慎一郎委員 ところが、この顔ですけ

ど、これが大分崩れてきているような印象を

受ける商品があります。実際、先々週になる

んですけど、お客さんが来たので城彩苑の方

に連れていったんですが、中にお土産物を売
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っている「くまモン」のキャラクターが使わ

れて、これが「くまモン」の顔をしていない

ようなものも、例えば目の玉の大きさが違っ

たりとか、体の大きさが全体的に違ったりと

かしているような形がございますので、よけ

れば顔の大きさとか、その辺も許可をされる

ときにはもうちょっときちんとチェックをさ

れて、この図柄だったらオーケーということ

でしてもらわないと、せっかくつくったイメ

ージがだんだんだんだん崩れていくんじゃな

いかというふうなおそれがありますので、そ

の辺について。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 基本的に

「くまモン」の絵でございます、今お手元に

あるようなものにつきましては基本的には崩

しはさせてはおりません。委員おっしゃった

ものは後でちょっと教えていただいて、そこ

はもう一度チェックしてみたいと思います。 

 ただ、「くまモン」をつくっていらっしゃ

る県内の業者さんで、例えばぬいぐるみと

か、その辺をつくっていらっしゃる方は、な

かなか似せようと思っても似せられない部分

もスキル的にございます。ただ、県内の業者

さんが、せっかくそれを売りたいというふう

におっしゃっているもんですから、そこはあ

る程度県並びに物産振興の意味も含めて、10

0％いってないから許可しないなんてします

と、せっかくおつくりになったものも無駄に

なりますので、そこはできるだけ似せていた

だくという努力をしていただいて出している

ところでございます。 

 ただし、この絵についてはかなりやってい

ますので、そこはまたきちっとやっていきた

いというふうに考えております。 

 

○小杉直委員 それなら私から２点、最初は

55ページ。 

 これはちょっと提案的な質問になりますけ

れども、この55ページにも上の方には「被災

地に元気を届けるため」とか書いてあるな。

それから坂本部長の説明要旨にも、「被災地

に元気を送れるよう」にというふうなことを

おっしゃいましたし、またこのパンフレット

の「極城の祭典」にも、「がんばろう！日

本」ということまで印刷してあります。 

 恐らく、東北震災のことを国難ととらえ

て、熊本県も我々議会も県民も一生懸命応援

せんといかぬという気持ちのあらわれだろう

と思いますが、ここに１、２、３といろいろ

な行事を書いてありますけれども、こういう

中に熊本の焼酎、酒云々だけでなくて、被災

地の酒とか焼酎も置くことはできないかと。 

 というのが、先週、岩手県の知事を２期か

３期されたかな、元総務大臣の増田さんの話

を聞きましたけれども、ともかく焼酎一本、

酒一本でも東北３県の分を置いていただくと

いうことが、非常に元気につながって被災地

応援のきずなにもなると。 

 そういう意味で、「人情に弱いくまです」

とこの名刺に書いてあるけん、熊本は人情に

弱いということにもなると思いますが、そう

いうふうなことを、いろんなイベント等に被

災地の品物を置いて、いろんな意味で応援と

相乗効果とか、熊本県のイメージアップと

か、そういうことはできないかなと提案的な

質問です。 

 

○本坂新幹線元年戦略推進室長 実は、１番

の「サプライズナイト」、これにつきまして

は書いていますとおり、熊本酒造組合とそれ

から球磨焼酎酒造組合の御協力を得て、チャ

リティーで1,000円で試飲会という形でやら

せていただきした。これをやるときに、実は

２組合と御相談しまして、今委員のおっしゃ

った形で、東北の酒は置けないかという話を

御相談したところでございます。そのときの

両酒造組合さんの御意見が、実は東北の酒が

売れ過ぎて、熊本県が２次被害に遭っている

という話でございました。 
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 私どもとしてもそれを考えてやろうと思っ

たんですが、逆に東北の酒がこっちで売れ

て、熊本県の県産酒が売れていないという現

状があったということをお聞きしまして、そ

れならばということで、では一応今回は県産

酒だけでいこうということになった次第でご

ざいます。 

 ただ、今後とも当然東北の支援については

考えなければいけませんし、きのうやりまし

た「くまモン体操大集合」でも、飛行機から

の空撮で、皆さんにハンカチを振っていただ

きまして、「がんばろう！日本」という形で

やりましたので、その気持ちをずっと続けて

いきたいというふうに考えております。 

 

○小杉直委員 わかりました。それは引き続

き前向きにお願いします。 

 ２点目、13ページ、航空路線の利用促進、

国内線の振興について、これに関連してです

が、小林局長、例のうっそうと茂った空港周

辺の雑木林の整備については、その後どうい

うふうになっておりますか。 

 

○小林企画振興部総括審議員 空港の北側県

有地の件につきましては、これまでその有効

活用でありますとか治安維持、これらの観点

で数年来の課題でございました。これまで知

事が日本一美しい空港、そしてその活性化策

について積極的に取り組むという指摘がござ

いまして、私どもに対してもいろいろと検討

すべしという指示があっておるところでござ

います。 

 その中で、北側県有地のあり方についても

現在検討しております。この北側県有地、あ

れだけの大きな森林でございますので、阿蘇

くまもと空港らしい雰囲気づくり、そしてそ

の森林を生かした、それを管理できるアイデ

アの一つとして、ホースセラピーもその一つ

の題材として検討しておるところでございま

す。可能な限りいろんなアイデアの中で最適

なものを選んで、早期に方向性を描き出して

いきたいと考えております。 

                     

○小杉直委員 小林局長が本省から戻ってく

る、本県に勤めて本省に帰った、その本省に

帰る前からの課題ですね。検討しております

と言うが遅いな。 

 だから、予算が伴うこともあろうし、いろ

んなホースセラピーについても関係者のいろ

んな都合もあるでしょうが、ときどきは懸案

事項として考えとったならば説明をしていた

だきたいということと、もう少しあなたなり

のスピーディー性をひとつ発揮していただき

たいというふうに要望しておきます。以上。 

 

○西聖一委員 私も２点お願いします。 

 １つは、36ページですけど、ＪＲ豊肥線を

活用した空港ライナーの運行で、これは前々

から問題になっていますけども、新たに取り

組むということでこれはこれでいいんです

が、聞いたところによりますと、今空港内に

空港と大津間の無料タクシーがあるとお聞き

したんですが、それは情報は入っています

か。 

 

○中川交通政策長 現在、空港ライナーは、

地元のタクシー事業者と連携しまして今回無

料実験で走っていただいておりますが、それ

以外で無料で走っているタクシーの件は承知

しておりません。 

 

○西聖一委員 では、ライナーなんか、バス

でなくてタクシーにもさせているんですか。 

 

○中川交通政策長 タクシー事業者がジャン

ボタクシーを活用して、それと小型タクシー

もあわせて、今回の実験はライナー運行いた

しております。 

 

○西聖一委員 ちょうどタクシーの運転手さ
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んから聞いて、おとといの話だったもんだか

ら承知しとらぬだったですけれど、その乗り

入れのタクシーを、まず大津管内のタクシー

に限定しとるというのが１点で、その他のタ

クシーの運転手さんは非常に困っていると。 

 もう一つは、大津駅までは何か2,000円ぐ

らい無料になるらしいんですが、決して大津

駅でおりるわけではなくて、それから菊池に

行くとか、あすこにはソニーの会社とかあり

ますから、そういう会社に行くときには、あ

と2,000プラス1,000円ぐらいでどこでも行け

る、阿蘇にも行ける、そういう利用をする人

がおるらしいです。そういうのはおかしいん

じゃないかなと思いますね。 

 

○中川交通政策長 １点目の、タクシー事業

者の選定の件につきましては、私ども今回の

実験に当たりましては、タクシー業界、県の

タクシー協会、それから県のバス業界も含め

てその傘下の会員様すべてに、今回の実験に

当たって参加をしますかと投げかけをいたし

ております。その結果、提案があった事業者

の中でコンペを開催しまして、一番フットワ

ークよく動いてくれそうな地元のタクシー３

社の共同事業体ということに選定した経緯が

ございます。それが１点目でございます。 

 ２点目につきましては、私どもの空港ライ

ナー今走っておりますのは、空港と大津駅の

２点間の往復ですので、委員がおっしゃられ

たような形態はできないようになっていま

す。 

 以上でございます。 

 

○西聖一委員 できないかどうかはもう一回

確認していただくのと、協力してくれる会社

はありがたいけど、あすこは個人タクシーも

乗り入れしているから、それを排除するよう

な動きは、県として私はおかしいんじゃない

かなと。全部、チケットかなんかで利用した

人は県に申請すれば還付できるような制度に

しておかないと……。 

 それと、タクシーができればバスの方は全

く利用者は出ないと思うんです。その整合性

をとってください。それは後からいいです。 

 あと一点ですけど、別添資料の８ページな

んですけど…… 

 

○松田三郎委員長 資料何番のですか。 

 

○西聖一委員 別添資料①です。市電サイド

リザベーション化で軌道の緑化なんですが、

これを見るとわかるように、駅前は非常に寂

しいといわれつつも、この緑化についてはす

ごく熊本らしい取り組みだと私は思っておる

んですが、先日の新聞だったと思うけど、熊

本市の方の事業仕分けで、この緑化はむだだ

という話も出ているらしいんです。たしか事

業主体は熊本市の交通局でしょうけども、県

の方としてはやるべきだと私は思うんです

が、県としての関係はどのようになっていま

すか。 

 

○内田都市計画課長 私の方から。 

 軌道緑化はあくまでも熊本市の判断でやっ

ておられるということでございますので、県

の立場としては、ぜひ進めていただきたいと

いう働きかけをしていくことではないかとい

うふうに思っています。 

 

○西聖一委員 それだとお願いしかないんで

すけれども、せっかく取り組んできた結果で

すから、やっぱり市ができなければ県でも助

成するぐらいの姿勢を持ってやらないと、駅

前の景観は何か寂しいものになりはしません

か。 

 

○松田三郎委員長 答弁はいいですか。 

 

○西聖一委員 もしあるならですね。 
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○内田都市計画課長 県がということであり

ますけど、熊本市が運営している熊本市電の

事業でございますので、財政的な支援とかい

う意味で言われたかと思いますけど、なかな

か難しい問題じゃないかと思っております

が、何らかの形で支援していくということは

必要ではないかというふうに思っています。 

 

○西聖一委員 よろしくお願いいたします。 

 

○岩中伸司委員 説明をいただきました。非

常に新幹線効果が出ているということが、資

料でたくさん出されています。この資料の中

にも、これは別添資料の②の１ページで先ほ

ど言われておりましたように、関西から熊本

まではかなり新幹線効果が出ているというふ

うなことで、10万3,000人増加しているとい

う御報告ですけれども、ふえた分というのは

もちろんＪＲの統計資料かなんかに基づいた

乗降客の数だろうと思いますけれども、この

ふえた中身については何か分析をされていま

すか。空港は若干減っていますけども、新幹

線の利用者がふえた…… 

 

○松田三郎委員長 ふえた何ですか、理由で

すか、原因、内訳とかで……。 

 

○岩中伸司委員 ふえた原因というか、それ

はどういうふうに分析されていますか。 

 

○中川交通政策課長 交通政策課でございま

す。 

 私どもとしましては、時間をかけまして、

特に関西地方を中心に熊本の認知度を高める

取り組みをした、その結果こちらに足を運ん

でくれる目的ができたということで、多くの

方が新幹線を利用していただいた、そういう

ふうに見ております。 

 

○岩中伸司委員 そうすると、ほとんど多く

の人は観光が中心と理解していいですか。 

 

○中川交通政策課長 手元に詳細な数字はご

ざいませんが、観光はもちろんふえていると

聞いております。ただ一方、ビジネスもかな

りふえてきているというふうに聞いていま

す。申しわけございません、数字で明確に何

人何人というのは、ただいま手元に数字はご

ざいません。 

 

○岩中伸司委員 ビジネスの分は飛行機から

の移動だろうと思います。ビジネスで改め

て、新幹線ができたので乗ってみようかとい

うことで仕事をつくる会社はないと思います

ので、形式はちょっと違うのかなというふう

な感じでいます。 

 こういう形で新幹線効果が出ているという

ふうな数字の報告はございました。これに関

連して、交通政策についてもうちょっと観光

面で、今中身でいけば私は観光がふえている

のかなと思ったんですが、先ほど観光の調査

をされていますけれども、これは個人の移動

と理解をしますけれども、もう一つ旅行会

社、この辺の関係の新幹線利用というのはど

れぐらい伸んでいるのかなというふうなこ

と。 

 

○宮尾観光課長 観光課でございます。 

 個人ではない旅行会社の調査ということで

ございますけれども、ＪＲ西日本の個人型旅

行商品によりますと、22年度末で200％、23

年開業した後は500％という伸びがございま

す。データがございます。したがいまして、

確実に関西以西からの新幹線を使った観光

客、お客様方は手ごたえを感じているところ

でございます。 

 

○岩中伸司委員 そうすれば、観光の面では

非常に効果が予想以上に上がっているという

言い方をしていいぐらいの数字の報告だと思
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いますけれども、ただこの特別委員会は、高

速交通及び新幹線活用対策特別委員会という

特別委員会ですので、私が一番問題にしてい

る在来線なんかは、これは在来線でここら辺

は全く……。 

 ちょっと関連しますけれども、上熊本駅の

ことが結節点のことでどこですか、40ページ

ですか、これで公共交通に関する会議を開催

する等々と書かれていますけども、私は、上

熊本駅は、新幹線開業前は特急列車がかなり

の本数とまっていた駅じゃないかなというふ

うに認識をしているんですけれども、新幹線

でかなりそういう意味では上熊本利用のお客

が減ったのではないかという心配もしていま

すけれども、その辺の動向は把握されていま

すか。 

 

○中川交通政策課長 今までの上熊本駅につ

きましては、まだ新幹線開業前後の数字は申

しわけございませんが手元にはございませ

ん。委員おっしゃられましたように、特急が

なくなっているのは確かでございますので、

その分の影響はあるかもしれません。今後ま

た調査したいと思います。 

 

○早田順一委員 イベント関係ですね。この

「極城の祭典」をあけていただくと、会場が

二の丸広場と竹の丸広場とございますけど

も、その中に、真ん中の下ぐらいに城彩苑が

ございます。先ほどちょっと城彩苑の話が出

ましたけれども、私がここに行ったのが数カ

月前だったから、今はどうなっているかわか

りませんけども、あそこに観光案内がござい

ます。あそこにパネルが張られたんですけど

も、あのパネルを見たら、熊本県全体が載っ

ているのかなと思ったんです、天草とか阿蘇

とか。そうしたら、きれいに合併する植木ま

でが載っておったんですけど、それ以外は全

然載っていないわけです。 

 だから、こういった例えば宮崎とか鹿児島

県と合同でされる観光とか、この熊本城近辺

でされる観光、恐らくイベントが多くなって

くると思うんですけども、その辺の熊本市に

対して、ぜひ言っていただきたいと思いま

す。 

 

○宮尾観光課長 熊本市の観光案内所は、城

彩苑、熊本駅等にはございますけれども、基

本的には県内の主な観光地のパンフレット等

は置いていただくようにお願いをしておりま

して、スペースの問題はもちろんあるんです

けども、基本的にそういう御協力をいただい

ております。引き続きまして、今の委員の御

指摘につきましては熊本市にもお願いいたし

まして、やっぱりおっしゃるように県全体の

観光案内という部分が、特に阿蘇ですとか天

草ですとかという部分が大事ですので、引き

続きお願いしてまいります。 

 

○早田順一委員 確かに、パンフレットはあ

りました。ただ、政令市を目指す熊本市が、

やはり熊本県に対して気配りといいますか、

九州全体を見てそういったことをしていただ

かないと、小さいことではありますけども、

その辺で熊本市としての対応はどうなのかな

という思いをしたもんですから。 

 それともう１点。別紙①の７ページに、西

口の写真が載っておりますけども、こないだ

熊本駅に行って新幹線を見たんですが、ここ

には「マイカー等との乗り換えの利便性を向

上しました」と書いてあります。確かに整備

をされて向上したと思っておりますけども、

一般車両の方のマナーが悪いのかどうかちょ

っとあれですけど、そこに車をとめて送り迎

えなのか、きっぷを買われたのかわかりませ

ん。ちょうどそのときに、大型の観光バスが

立ち往生をされていたんです。だから、せっ

かく利用される方がふえている中で、そうい

ったふうな対策をしっかりとっていただきた

いと思いますけどいかがですか。 
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○内田都市計画課長 委員御指摘のような状

況がございますならば、熊本市に対しまして

そういったことがないよう申し入れをしてま

いりたいと思います。 

 

○早田順一委員 よろしくお願いします。 

 

○村上寅美委員 ちょっと関連でよかです

か。 

 新幹線の西口、これは熊本市の区画整理と

聞いておるけど、あの区画整理地区内に幼稚

園・保育園があったり、クリニックがあった

り、個人住宅があったり、不動産会社があっ

たりしてばらばらでしょう。あれは区画整理

の制度ではあると思うけど、何でああいう形

になったんですか。市の指定地区だからこれ

はと思うけど、あれは見苦しい。 

 

○松田三郎委員長 だれが答弁しますか。 

 

○内田都市計画課長 駅西の土地区画整理事

業につきましては、今委員御指摘のとおり、

熊本市が実施している土地区画整理事業でご

ざいます。区画整理の必要といたしまして、

今まで空地を持っておった方が、原則もとの

土地に帰るということで、現在土地を持って

いらっしゃる方が一部換地で土地を減歩いた

しますけども、私有地の場合はもとの地権者

がそのまま帰っていらっしゃるという状況で

ございます。 

 

○村上寅美委員 ここは県議会だけん、やか

ましゅうも言われぬけれども、見苦しか。み

んなそう言われる。おれはＪＲに個人的に抗

議した。そうするとＪＲも腹かいとる、こん

なことは日本にはありませんて、ＪＲがそが

ん言うたとだけん。そらどうもならぬたい、

県ではね。 

 

○内田都市計画課長 県の方ではちょっと。 

 

○村上寅美委員 みんな行ってみりゃわかっ

たい。だから、さっきみたいな大型とか、そ

ういう問題も出てくったい、広く公共用地を

取れぬもんだけんね。 

 はい、よか、答えは要らぬ。 

 

○髙木健次委員 先ほどの早田委員の質問に

関連するんですけれども、先ほどの課長から

言われた新幹線の開業効果、大変数字的にわ

かっているけれども、私はまだ半信半疑です

よ。非常に危惧というか心配する面もあるわ

けです。半年ぐらいで誘客数がふえたとか、

乗客数がふえたとかは、これはまだ今の段階

では何とも言えない。 

 やっぱり言われたとおり、一過性のものじ

ゃなくして、継続していく何というか施策を

とっていかないと、非常に大きな問題が出て

くるかなという面で、58ページから県のいろ

いろな取り組みがたくさん列挙されておりま

すけれども、先ほど「極城の祭典」、このリ

ーフレットもありますけども、10月８日から

３日間お城を核としたこの祭典。 

 こういうイベントがいっぱい出てくる割に

は、熊本城付近の駐車場の不足が指摘されて

いますね。これは合同庁舎のＢ棟が完成して

移るわけですから、あと何年ですか、これが

撤去されてあすこに駐車場をつくる。それま

で６年か７年ぐらいかかると思うんですけれ

ども、これはやっぱり主体は熊本市でしょう

けれども、熊本県として、熊本市と協議して

の取り組みというのは非常に大きなものとな

ると思うんです。 

 熊本駅もそうですけれども、新幹線が開業

するのにまだ駅舎もできていない、在来線の

交番もできていない、それもあと７年かか

る、こういう何というか、後手後手の取り組

みが熊本県では目立つんじゃないかなと思う

んです。 
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 ですから、この駐車場の整備、城彩苑を含

めた庁舎跡地の駐車場、それから駐車場がも

しできたとしても、二の丸公園とか上に上が

るときにかなり急斜面がありますね。ですか

ら、今いろいろなところで話を聞くと、屋外

のエスカレーター等をつくらないと、幾ら駐

車場ができてもあすこに上がるのにものすご

く何といいますか、観光客が来られても非常

に不評が出るんじゃないかなという指摘もあ

るわけです。 

 だから、その辺含めて、来られた方から不

評、批判が出ないようなおもてなしといいま

すか、環境整備というのは非常にこれから急

がれるんじゃないかなと思うんですけれど

も、その辺については何か取り組みというの

か、熊本市含めて協議を推進されているとい

う何かシステム、そういうものがあるんです

か。 

 

○松田三郎委員長 これはどこになります

か。 

 

○佐藤地域振興課長 地域振興課でございま

す。 

 合同庁舎の件に関して地域振興課で担当し

ておりますので、それを私の方でわかる範囲

でお答えしたいと思いますが、合同庁舎の移

転、Ｂ棟完成するのが今のところ国の説明で

は26年の10月というふうに聞いております。

したがいまして、現合同庁舎のあるあの地域

一帯が更地になっていくのは、26年10月以降

であろうというふうに思っております。 

 現段階で解体等につきましては、具体的に

はまだ決まっていないというのが国の予定と

いいますか、そういう日程になっておりまし

て、今後熊本市と国の方で協議をしていくん

だろうと思っております。 

 ただ、合同庁舎を駅前に移転、県・市一体

となって頑張っていきましたけど、これは駅

前の賑わいを創出するということのほかに、

熊本城を活用していくんだということもあっ

ておるわけでございますので、今委員御指摘

のような駐車場として有効活用する、こうい

ったことは当然やっていくべきだと思ってお

りますので、我々も市と一緒になって、国の

方には働きかけをしていきたいというふうに

思っております。 

 

○髙木健次委員 それからもう一つですが、

今まで半年、開業効果でいろいろ熊本にお客

さんが来られた、観光で来られる方、ビジネ

スで来られる方、来て、今からの熊本県とい

うのを売り出していくためには、やっぱりリ

ピーターがなくてはこの客数というのはふえ

ないわけです。その面で、熊本に来られた方

が県あたりに対する県の評価とか、そういう

何といいますか、こういうところがよかっ

た、悪かったとか、苦情受付窓口みたいなも

のを開設かなんかしているんですか。それは

ない――どこか担当のところもない。 

 

○松田三郎委員長 わかる範囲内で結構で

す。所管でなかったら。 

 

○宮尾観光課長 観光課でございます。 

 特に、そのための窓口というのを設けてい

るわけではございませんけれども、随時例え

ば熊本駅が使いにくかったとか、あるいはそ

ういう城彩苑等の苦情も含めて私どもなり、

観光連盟の方に御意見いただくことはござい

ます。そういったものは一つ一つ、もちろん

すぐに解決できる問題とできない問題とある

んですけれども、一つ一つ丁寧に対応させて

いただきと思っております。 

 

○髙木健次委員 そういう面も含めてしっか

りやっていかないと、これから先、リピータ

ーというのでまた来られるという人がなかな

かふえてこないんじゃないかなということで

すから、ぜひその辺はしっかり今後検討して
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ください。 

 

○髙野洋介委員 関連です。例えばそういっ

た苦情とか、そういうのはこないだのアンケ

ートをとられたときに、「どちらに行かれま

したか」と、それに対して「どうでしたか」

というアンケート項目も入れた方が私はいい

と思うんです。ああいうふうに答えてくれる

人というのはまじめに考えてくれている人で

すから、そういったところに糸口が見えてく

ると思うんです。 

 例えば、私がよく聞くのが、阿蘇に行っ

た、土・日阿蘇に行ったけど、57号線が混み

過ぎておもしろくなくなったという話も聞き

ます。こういうのを含めて、今度は土木部と

連携して、例えば観光地が多いからもう少し

道を広げようとか、そういったところも出て

こないと、それはそれ、これはこれでしてい

くというのもずっとそういうふうに感じてお

りますので、そこら辺は県全体として考えて

いかないと前に進まないと思うんですけど

も、そこら辺は、アンケート調査のやり方と

いうのをどういうふうに考えますか。 

 

○宮尾観光課長 観光課でございます。 

 先ほど御説明いたしましたアンケートは、

新幹線の開業効果という点で絞って短期間で

やったもんですから、「どうでしたか」とい

う感想まではお聞きしていないんですけど

も、民間等の旅行会社とか、あるいは「じゃ

らんネット」等が、いわゆる満足度的なもの

というのもいろんなデータとしてございま

す。 

 また、私どもも含めまして、私どもも当

然、先ほどリピーターが大切だという髙木委

員からのお話もありましたけども、まさにお

っしゃるとおりだと思っております。その辺

は大事にしていきたいと思っておりますの

で、その辺はどういうアンケートにするか、

あるいはいつするかというのもございます

が、十分考えながら進めたいと思っておりま

す。ありがとうございます。 

 

○堤泰弘委員 私はいつも小林局長にお尋ね

がまた同じことで申しわけありません。 

 本資料の34ページですね、空港ライナー、

運行時間最速12分、これは大津と熊本と思い

ます。それから熊本駅から最速42分。当初、

新幹線の開業以前、かなり以前から30分以内

を目標に議論があった記憶があります。この

12分というのは非常に大きいと思います。そ

れで、これを短縮することは空港ライナーで

は難しいと思います。最初の計画のように、

大津駅から熊本空港までやっぱり線路を敷か

ぬと12分の短縮というのは難しいと思うんで

す。 

 それから、やはり相手がおりますから、福

岡側も福岡空港を利用してもらうために手立

てをするかもしれないですね。そうします

と、なかなか現況では厳しいと思いますの

で、そこをひとつ考えていただきたいと思い

ます。 

 それから、これは34ページではありません

けども、34ページも含むというふうに思いま

す、新幹線の効果というのが、数字の上では

かなり出てきております。それで、私は阿蘇

におりますし豊肥線が走っております。いろ

いろ大津から先の電化のこととか要望して

も、なかなかＪＲが聞いてくれません。しか

し、この新幹線効果というのでＪＲがかなり

利益を上げとると思うんです。お金をもうけ

とると思います。今度はＪＲが我々に還元を

してもらわにゃいかぬ。 

 この豊肥線も含めてその一部、大津から空

港までの建設費が最初の試算では250億ぐら

いだろうと、実際はわかりません。それに対

して、これだけＪＲのお客がふえておれば、

250億ぐらいは全部出せとは私は言わぬです

けども、考慮の範疇に入るんではないかと思

います。 
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 それからもう一つ。ＪＲが新幹線で利益を

上げて、熊本県も出した分の配当はいただい

ておられると思いますけれども、しかし熊本

県の職員さんが通勤で30分ぐらいで行きます

から、１人ＪＲに常駐をする。心臓部にです

よ、ＪＲの一番大事なところに金出しておる

わけですから常駐をして、やはりもう少し熊

本に目を向けさせぬと、ＪＲが熊本に対する

今までの――おれんじ鉄道も一緒ですよ、岩

中委員がいつもおっしゃいますけども、もう

少し利益還元をせにゃいかぬと思います。 

 大津からの線路敷設の件と、それから県の

一番元気のよか職員さんをＪＲに常駐させる

という件をお願いしたいと思います。答えは

難しいと思いますけど、どうぞ。 

 

○小林企画振興部総括審議員 ２点目は、人

事施策も絡む話でございますのでちょっとお

答えしにくいんですが、まず１点目の、豊肥

線の空港への直接の乗り入れという件につき

ましては、過去の検討で一たん検討凍結とい

うことにさせていただきました。その後、２

日前大津駅の南口ができまして、空港ライナ

ーをもって無料運行というのは開始されまし

て、関係者の意見を聞きましても相当利便性

が高まったと。まずは、大津駅を基点とした

空港アクセスを確立して、人の流れをつくっ

ていくということが先決だと思っておりま

す。 

 この豊肥線を活用した空港アクセスについ

ては、例えば阿蘇方面、そして豊後竹田であ

りますとか、鹿児島本線沿線もターゲットと

し得る交通手段であるというふうに実感して

おりますので、まずは個々についての人の流

れをつくって、需要ができて、さらに将来の

話として鉄道の検討というものがまたあり得

るかもしれないというふうに認識しておりま

す。 

 空港ライナーについては以上でございま

す。 

 次のＪＲへの職員の常駐につきましては、

こちらに総務部もおりませんのでちょっとお

答えはしにくいですが、よろしゅうございま

すか。 

 

○堤泰弘委員 必ず聞いてもらえばいい。 

 それともういっちょです、ＪＲが新幹線で

もうけて、その金で大津から先を電化してく

れと、これは答えは出とるはずです。 

 

○小林企画振興部総括審議員 豊肥線の輸送

能力のアップについては、私どもも関心を持

っております。現在、肥後大津まで電化が行

われておりますが、これの能力をさらに先の

電化も含めた利便性の向上につきましては、

今後ともＪＲとは意見交換をしっかりしてい

きたいと思っております。 

 

○松田三郎委員長 質疑は以上で…… 

 

○山本秀久委員 今までずっと各委員の方々

がいろいろな問題を提起されておりましたけ

ども、その中で一つ私が感じたことは、新幹

線の効果というものの陰に、さっきだれかも

言ったですけれど、在来線の問題があるのに

すべて忘れられている点が多いんです。 

 それで、在来線の沿線にある町村というの

は、この効果のために地域の観光の前途に対

しても、協力的にやっている。今ずっと聞い

ているけど、皆さん方、大変縦横に動いてく

れていることはわかるけれど、在来線に付随

した町村が、大変な観光の問題に対して真剣

に取り組んでいることを忘れてはいないかと

いう面があるわけだ。 

 余りにも新幹線の方ばかりに顔がむいて、

そして一つこれを聞くけど、この名刺はどう

いうところでつくるの。これは県でつくった

の。 

 

○坂本くまもとブランド推進室長 これは委
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託事業でつくっておりまして、県の方でつく

って、委託事業者からアイデアが出てまいり

ましたので、それを両方で検討して…… 

 

○山本秀久委員 こんなむだなやり方ってあ

るかい。「くまモン」というのはもうわかっ

ているだろう。だったら、各地域の観光のあ

れを、阿蘇なら阿蘇、天草なら天草、いろい

ろ載せて名刺を何百枚も配るんだったら、こ

の裏にこういう絵なんか入れる必要なんてな

いんだ。ここに「くまモン」と書いてあっ

て、マークが入っていればそれでいいんじゃ

ないか。こういう利用価値というものを考え

て名刺つくったら……。こういうむだな話っ

てあるもんか、おれから見ると。そう考えて

ね。 

 

○坂本くまもとブランド推進室長 山本委員

のおっしゃることはよく理解できますが、ま

ず「くまモン」に関心を持ってもらって、そ

れから熊本に関心を持ってもらうという形で

…… 

 

○山本秀久委員 「くまモン」というのは、

テレビやいろんなところで出ているじゃない

か。名刺というのは各地で渡すんだろう。だ

ったら、その地域の観光の名刺を載せたらど

うかということを言っているんだ。効果が出

てくるんだ。各地域の問題というのは、ただ

パンフレットに載ったりなんかしているだけ

であって、こういうようなものを手渡しする

んだったら、天草はこういうのがあるな、阿

蘇はこういうのがあるなとわかるんだろう

が。そこを言っているんだから聞けよ。それ

から発言せい。 

 

○坂本くまもとブランド推進室長 委員のお

っしゃることは十分わかりますので、そこを

踏まえてまた検討させていただきますが、私

どもの趣旨だけについて御説明させていただ

きますと、先ほど御説明させていただきまし

たように、まず「くまモン」を知っていただ

いて、「くまモン」に関心を持っていただい

て、熊本へという形で展開をしてまいりたい

ということでやっております。 

 

○山本秀久委員 よくわかった。それはわか

っているし、「くまモン」というのはあんた

たちは今までどれだけ発言しておるか、効果

が出ていますと。効果が出ているんだった

ら、それだけ効果が出たんだったらそれを利

用したらどうかということをおれが言ってい

るんだ。中で、そこで何でとまっているん

だ、そこから先に進めということを言ってい

ることなんだ。違うか。言っている意味がわ

からなければだめだよ。 

 

○村上寅美委員 関連で。これはわかるわけ

だ。君が言うのも、「くまモン」のＰＲです

よということを君が強調しよるだろう。それ

はそれで目的の一つだけど、今山本委員が言

われているのは、「くまモン」のＰＲの中に

県下の観光地とか、市町村とか、そういうよ

うな相乗効果を出すべきじゃないかと。――

会長そうでしょう。 

 

○山本秀久委員 そうたい。 

 

○村上寅美委員 そういう質問だから、そう

いう意味とわかっただろう。 

 

○山本秀久委員 そこを言っているんだ。お

れんじ鉄道なんかの在来線というのは、新幹

線を加えて、乗りかえの時間帯がばらばらな

んだから、その地域に行きたくても行けない

んだ。２泊、３日泊まる人たちのそういう田

舎の業界に目を向けておるんだ。そういうの

に君たちの目は向いていないんだもん。だか

らそれを向けろと言っているんだ。意味がわ

かっておればいいよ。 
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○松田三郎委員長 内容はわかりますね。 

 

○氷室雄一郎委員 観光課長もおられます

し、推進室の室長がおられますので、課長の

ところでなかなか言いにくいので、私の方か

らお願いをしておきます。 

 企画振興部長、また財政課の方にお願いな

んです。くまもとブランド推進課、観光課、

大変な御努力をいただいて、こういう資料も

つくっていただきましたけども、鹿児島の場

合ちょっとこの前質問でお話ししましたが、

シンクタンクに委託をして、毎月きちっとし

たデータが出るような制度があるわけです

ね。 

 だから、情報戦でございますので、所によ

りますと、鹿児島は年間240万ぐらいで、毎

月いろんなデータがちゃんと出てくるような

仕組みになっています。熊本もあるんじゃな

いかと思うんですけども、実は少ない人間で

頑張っておられますので、そういうデータ収

集ぐらいは何とか考えていただいて、それか

ら情報も要るようになってまいりますので、

そのデータを毎月利用してさまざまな施策の

展開ができるように、大切な面を踏まえまし

て、ぜひ目を通していただきたいということ

を要望しておきます。 

 

○松田三郎委員長 一般質問でも氷室委員が

質問なさったところでございますので、要望

としていただきます。 

 次に、議題(2)の閉会中の継続審査につい

てお諮りいたします。 

 本委員会に付託の調査事件につきまして

は、審査未了のため、次期定例会まで本委員

会を存続して審査する旨、議長に申し出るこ

ととしてよろしいでしょうか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○松田三郎委員長 異議なしと認めます。そ

れでは、そのようにいたします。 

 その他として何かございますか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○松田三郎委員長 ないようでございます。 

 以上をもちまして…… 

 

○鎌田聡委員 済みません、１点。 

 これはどこになりますか、東口の駅前利活

用関係ですけども、以前は、整備に入る前は

田崎市場の関係者の皆さんですかね、日曜の

朝市ということで駅前でずっとやられていた

そうですけども、今は少し二本木の方に入っ

て「パチンコダイナム」、あの辺で朝やられ

ているそうなんです。駅の整備が一たん終わ

りましたので、駅前でやりたいということを

言われているんですけどもそれはできないと

いうことで、これはどこが、ＪＲが言ってい

るのかよくわかりませんけど、もともと、そ

のように駅前の活性化かなんかもやられてい

たので、駅前に戻していいだくようにそれは

できないのかなと思いますがどうですか。 

 

○上野鉄道高架推進室長 駅前で朝市をされ

ていたのは存じております。それで、今回暫

定広場ということでスペースが狭いものです

から、近くの空き地があるところに今移動し

ていただいているということでございますの

で、また今後完成形の駅前広場への整備に向

けてもございますので、朝市の方とはその辺

のお話をさせていただきたいと思います。 

 

○松田三郎委員長 よろしいですか。 

 

○鎌田聡委員 完成形となりますとかなりま

た年数が経過をいたしますので、日曜の朝、

余りいろいろなものに障害のない時間帯でや

られていて、地域の人たち含めてやってきて

非常に喜ばれていると思いますので、少しそ

の辺は柔軟に対応していただいて、それが駅

前の活性化につながるような取り組みをやっ

ていただきたいと思います。そういった方向
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で動いていただきますようにお願いしておき

ます。 

 

○松田三郎委員長 ほかにないようでござい

ますので、本日の委員会はこれで閉会いたし

ます。 

  午前11時55分閉会 
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